
"出会い"や"パートナーづくり"を目的とした意見交換、試食交流会

• 自慢の産品を持参していただき、参加者間で試食を交えながら、フリートークの交流会を実施します。

※会場の都合上、常温品に限らせていただきます。また、産品の持ち込みがなくても参加できます。

グループワーク 15:10-16:10

日時 申込
(必須)

試食交流会 16:10-17:00

会場 宮崎県庁防災庁舎７階 73号室
宮崎県宮崎市橘通東１丁目９-１８

セミナー

県内産地/商社による先進的な輸出取組事例の紹介等

• 宮崎県における輸出拡大の取組 (宮崎県庁/アクセンチュア)

• 県内外の事業者による事例紹介－「香港」「台湾」への輸出をメインテーマとしたパネルディスカッション

(農業団体/生産者/食品メーカー/輸出商社/行政)

みやざき『食と農』

海外輸出促進フォーラム

https://shinsei.pref.miyazaki.lg.jp/3fQB3J0G

輸出に挑戦・ステップアップを目指す事業者の連携を目的としたグループワーク

• 品目・テーマごとに輸出の課題を整理し、アイデアやヒントを共有します。

※グループ分けを行いますので、申込フォームでの事前申込をお願いします。

   主催 協賛みやざき『食と農』海外輸出促進協議会

2024年8月7日（水）

12:30開場・13:00イベント開始

13:00-15:10

会場と駐車場はこちらをご確認ください



テ
ー
マ
「
香
港
」

JA宮崎経済連

(農業団体)

2012年に全国のJAに先駆けて初の海外事務所となる「JA宮崎経済連香港事務所」を設立し輸出
拡大を図った。
県と連携し、きんかん・日向夏・かんしょ等を中心とした『みやざきブランド』の県産農産物の販売拡大
を推進。「特長ある商品づくり」「信頼される産地づくり」「安定的な取引づくり」を柱とし、生産・販売・
PR一体で取組む。
東南アジアを中心とした海外の販路拡大に取り組む一方で、ECサイトを活用した現地個人消費者
向けの販売も実施。

南日本酪農協同
（株）

(食品メーカー)

1960年、都城市姫城町に酪農家の夢とともに同社を設立。南九州の肥沃な大地を背景に、お客
様の毎日の健康づくりを製品の原点とし、「デーリィ牛乳」・「スコール」・「ヨーグルッペ」等の商品を開発。
香港を中心に、シンガポール、台湾へロングライフ牛乳や「ヨーグルッぺ」を小売り向けメインに輸出して
おり、2024年からは東南アジア諸国へ拡大予定。販路拡大に向けた市場開拓やチルド牛乳等の輸
出に向けた物流整備を進める。

九州農水産物
直販

（輸出商社）

2015年に同社を設立し、九州の強みである農水畜産物の海外市場への輸出促進を行い、生産農
家の所得増大をめざすことを目的に、同年から香港向けの青果物輸出を開始。
Dairy Farmグループとの連携を強みとし、産地から直接仕入れ同グループへ直接販売をし、中間
マージンを抑え生産者の利益確保へ貢献。店舗スタイルや陳列の仕方などのノウハウを生産者へ提供
し輸出をサポート。

宮崎県
香港事務所

（行政）

県産品の輸出促進や本県への観光誘客等を推進するため、公益社団法人宮崎県物産貿易振興
センターの香港事務所として2014年に設置。
現地の経済、流通、観光等に関する情報収集のほか、現地の商社・量販店・飲食店への県産品提
案、本県物産・観光のＰＲ、県内企業の活動支援など輸出促進に関する様々な活動を行っている。
香港を中心に中国華南地域やマカオも活動範囲としてカバー。

テ
ー
マ
「
台
湾
」

ネイバーフッド

(生産者)

1947年から続く家業のみかん栽培と株式会社組織化を行い、同社を設立。
台湾輸出を目標に温州みかんの栽培と農薬使用について研究を重ね、台湾基準をクリアする独自の
防除暦を開発。
2019年の台湾向けサンプル輸出をきっかけに、香港・シンガポール等のアジア圏に輸出先国を拡大。
生産量を増やすために2022年には農地面積も拡張した。今後は、九州や全国に柑橘類の産地を取
りまとめ、台湾向け市場開拓を進める。

トレードメディア
ジャパン

(商社)

支社を構える台湾をはじめ世界各国のバイヤーや卸先を開拓し、プロモーション業から輸出入まで一
貫して展開。行政・自治体連携事業も複数手掛けており、海外現地での商談会、物産展、試食・試
飲会などを実施し、宮崎県内外の企業・団体・生産者の販路拡大を後押しする。
海外のテレビ局等のメディアともネットワークを持ち、メディアを活用したプロモーションを行いながらバイ
ヤーや消費者への販売を行うことで、商流構築につなげる。

新富町役場
産業振興課

（町役場）

宮崎平野を代表する野菜の産地の一つである新富町に位置する町役場として、町内の事業者支
援・輸出促進活動を実施。
2022年8月に「新富町輸出等販路拡大活性化協議会」を立ち上げ、アジアへの町産農水産物や
加工品の輸出拡大を支援しており、台湾の飲食店で新富町産の食材を使ったメニューを提供するフェ
ア等のイベントを実施。2024年には、台北市萬華区と友好交流協定を締結し、従来の物流交流に
加え新たに学生交流や文化交流を実施予定。

かぐらの里

（食品メーカー）

1973年、地域活性化のため、ゆずの植栽を開始。1978年、ゆず加工品製造のため、かぐら里食品
を設立。2012年、株式会社かぐらの里となる。西都市銀鏡地区を中心に、標高300～800ｍの山
間部にある園地で高品質のゆずを生産。約20年前から北米や欧州を中心に十数か国へゆず加工品
を輸出。
2017年より高付加価値商品開発の一環として、有機栽培に着手。2020年に有機ＪＡＳ認証
（有機農産物・有機加工食品）を取得するとともに、更に付加価値をつけた小売・業務用商品を開
発。2022年、加工場のFSSC22000認証取得。現在は欧米、台湾等を中心に十数カ国へ輸出し
ている。

登壇者概要
先進的な輸出事業者等による「香港」「台湾」への輸出を主なテーマとした事例紹介等

をパネルディスカッション形式で実施します。

※記載内容は変更になる可能性があります

公式ホームページ

http://www.gfp1.maff.go.jp/

公式Facebookページ

https://www.facebook.com/maff.gfp/

問い合わせ先 アクセンチュア株式会社 GFP事務局［受付時間：平日10:00～18:00］

担 当：早川、土井、中塚、小栗

電 話：080-6034-9101 メール：yuka.hayakawa@accenture.com

輸出事例紹介/輸出先国での取組紹介
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